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原子力安全問題と社会システム  (メ モ)

原子力安全は本来横満により担催さ1■る ものであるが、原子力4}科学体系は従■のメ.輩の

認識を超える時間 '■聞の概念に立脚 L′ている上、エネルギー利理の場合、単位重量:当た

りの発生量が莫大でかつ相当量の放射縁を伴う事力:ど、メ.問社会にとって未踏の分野であ

るだけに、ま☆1蒼]用が軍事から始まったという不幸な歴史■相まって、社会的 t二警戒の目

でみられ′
・
てきたのは、当然と言え́■,,一」ケ、F子力開発関係者も「安全」の概念とそ力′を

確採するシステムとを、自信をも‐P'て提示し、それを実証するに至っていないため、原子

力関連:D出来事はいつも (関係者からみて)「不当」義いは「過人」な評価ないこィ反応を

招き、多くの場合それらに対する関係者二D「説明 J・や「反応」や「対策」が、さらに (関

係者からみで)予想外の結果を生じ、そヽの「結果」う1lkた技請的対策 (基準や視割ダ
ー
もり

方も合め)に大きな亜みをもたらし̈、更に状況を難しく■る ,。 といった悪循環に陥・,て

いく例も少なくないぅ

こ
`,よ
うな状況は、個■1の主主事 簿 故・枝簿trど)を とりまく様々の社会システユ、0ヽ

は職場から、中獄関連:組織聞 2_j力関係、社会的な格差など、大は国民性、国家体制に国際

関係にいたこ
=|ま
でiC)幾つかもf)と の間に■1じた、いわば「干渉現象」 (干渉という言葉

は物理学0意味、従、.て 「1「湊」は時に共鳴にもなる)が、時に重畳 [′て、現出したもの

と1ヽえrkう 。

今後も安全関連の出来事が起きる度に、いろんな社会システノ、が、事故等の情報と種々の

琴で「干渉」 i′、いろえノな衝撃を与え続けることュ
~Fあ
ろう.そ こで取り合えず、現在まで

の主な (つまり、事故そのものの大きネよりも、社会的衝撃の大きかった)例について、

2可1の
`llう
な「視点で、事故発生の原因とく

‐の影響
`〕

態縁とについて、予備的な分析を試み

、原子力安全問題と (:Htttil社会システムとの1ヽかわり合いを探る「方法論」′ヽ
`〕

手掛

か :Pと こ・たいと考えろ。
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